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転写制御のBma11-Clock/E-box経路や光反応制御のCREBP（cAMP responsive element-binding protein）/CRE
経路とは異なる新規の転写制御機構の存在を示すことで、一過性の拘束ストレスが、概日リズムへ与える影響
ならびに時計遺伝子の発現制御に関与する分子機構の一端を解明した。このことは、過度のストレスによる睡
眠障害など、ストレスによる体内時計の関連が示唆される各種疾患の分子レベルでの原因解明へ向けた医学・
生物学研究への重要な知見である。よって、本研究者は博士（医学）の学位を授与されるに値するものと認め
られた。 
